
展望
 SEABINは、連携企業の御好意で３ヶ月間限定でお借りしていた。すで
に返却したが、SEABINがなくても、水温観測を継続することで、アマモや
アカモク等の流れ藻を用いて、MPの調査を計画的に進められる可能性を
見出すことができた。

学校全景

表面水温観測地点
北緯  35°33’00″
東経 135°14’14″

小さな敵を探せ！
SEABINでみつけた大きな問題

京都府立海洋高等学校
海洋科学科

SEABINとは？
 オーストラリア発の海面浮遊ごみ回収機。直
径50cmのバケツ状で、水面に浮いている。
水中ポンプと連動して水流をつくり出し、水と
ともにごみを回収する。水はろ過され、バケツ
内の筒状ネット（目合約２mm）にごみが残る
仕組み。

調査の方法
１ 日中、SEABINが海面に浮く時間のみ稼働する。
２ 筒状ネットが満杯になったら、ごみを回収する。

わかったこと
１ アマモ脱落の時期（６・８月下旬）

1時間ほどで筒状ネットがいっぱいになった。アマモに
は無数のマイクロプラスチック（MP）が絡みついていた。

２ それ以外の時期（７～８月上旬）
MPはほとんど観察されず、大型のプラスチックごみが

 少量回収できた。
→流れ藻がMP回収機の役割を果たしているかも？

経緯
 本校では、2012（平成24年）から「海洋ごみ問題」解決に向けて取り組んでいる。
 2022年６月～８月の３ヶ月間、本校桟橋に“SEABIN”を３ヶ月設置、どのようなごみ
が集まるのかを調べた。

結果の一部

結果の一部

水質観測結果より
 本校では、水質観測に毎日取
り組んでいる。３ヶ月間の水温
測定結果をまとめたのが右のグ
ラフである。
 水温測定結果を用いれば、ア
マモの漂流・漂着時期から、MP
を多く回収できる時期を推定可
能かも？また、春先のアカモク
でも同じ現象が起こるかも？

（上左・中・右）回収されたアマモ
からは、大量のMPが見つかった。
10％アルコールで固定した後、可
視化するため、1cm方眼の黒紙
に１つずつ貼り付けた。
（左）先行研究を見つけた。
スペインのマヨルカ島で回収され
た海藻の50％からMPを発見  

本校桟橋における表面水温観測結果（2022）
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